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  いよいよ夏本番です。暑さに負けずプール遊び、外遊びを楽しんでいる子どもたち。元気そうに

みえても体は意外に疲れています。早寝・早起きのリズムを大切にしながら、毎日の健康管理に気

を配りましょう。 

 

月 8 

夏の感染症に注意しましょう 

先月から園では未満児さんを中心に夏風邪、手足口病、RS ウイルス感染症等が流行しました。手足口病も RS

ウイルスも感染力が強く、年齢が低いほど重症化しやすくなります。子どもさんの様子をしっかり観察していただ

き、熱が下がっていても元気がない、咳で眠れない、いつものように食事がとれない等の症状がありましたら、自

宅で安静に過ごしていただきますようお願いします。 

夏に流行る「やけど虫」 

正式名称は「アオバアリガタハネカクシ」とい

います。体調 7mm 程度で体は黒とオレンジ色

をしたアリに似た小さな虫です。春から秋にか

けて活動し、６月～８月に活動が活発になりま

す。「ペデリン」という有毒物質を含んだ体液を

持っていて、それが肌に付着すると、数時間後

にミミズ腫れや水ぶくれなど、火傷に似た炎症

を起こします。皮膚に止まっても、叩かずにそっ

と払いのけるようにしましょう。 

 

 
※水田や川岸、草むらな

ど湿った所に住み、夜に

明かりにひかれて飛んで

くる。 


